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カーネーション（切り花類） 米（酒米含む）

ずわいがに

養殖のり まだい

淡路島たまねぎは、明治時代からの歴史
があるブランド野菜。他産地と比べやわらか
く、甘味があっておいしいとの評価。

（収穫量全国３位）

南あわじ市が主な産地で10月中旬か
ら翌年５月末まで収穫が可能。温暖な
気候から水稲やたまねぎとの三毛作で
発展。 （収穫量全国５位）

指定生産者が「但馬牛」を兵庫県内で
飼育し、霜降りの度合いや枝肉重量など
厳しい条件を満たした牛肉は｢神戸ビー
フ｣ブランドで流通。
（飼養頭数全国11位）

淡路島が産地で、温暖な気候で日照量
が多いことから、日持ちが良く、花色が豊富
なのが特徴。

（出荷量全国４位）

米の収穫量は、全国14位である。兵庫
県で誕生した酒米の山田錦は全国58％
のシェアを誇る。

（酒米の農産物検査数量全国１位）

兵庫県では「松葉がに」と呼ばれる。日
本海の水深200～600ｍの海底に生
息し、但馬の中心漁業である沖合底引
網漁業により水揚げする。
（漁獲量全国２位）

明石海峡を中心とした潮流の速い漁
場で、浮き流し方式と呼ばれる養殖方式
で栽培した「兵庫のり」は色が濃く、艶が
よいのが特徴。
（収獲量全国２位）

速い潮の流れの中で豊富な餌を食べ
て育つ「明石鯛」などは、全国的に有
名。特に秋から冬に水揚げされるものは
脂がのっており「紅葉鯛」と呼び珍重す
る。 （漁獲量全国１位）

総土地面積
（令和５年）

耕地面積
（令和４年）

総人口数
（令和２年）

農業経営体数
（令和２年）

販売農家
（令和２年）

8,401㎢

7万2,400ha

546万5,002人

3万8,302人

3万7,025戸

1 2 3 4 5

（37万8千㎢）

（432万５千ha）

（1億2,614万人）

（107万5千人）

（102万7千戸）

全 国

国土交通省国土地理院「令和５年全国都道府県市区町村別面積調」、農林水産省「令和４年耕地面積(7月15日現在)」、総務省統計局「令和2
年国勢調査結果」 、農林水産省「2020年農林業センサス(令和2年2月1日現在)」、「令和３年産野菜生産出荷統計」、「令和３年産花き生産出荷
統計」、「令和３年産米の農産物検査結果」、「令和４年産作物統計」、「令和４年畜産統計」、「令和３年漁業・養殖業生産統計」

兵庫県の全国に占める割合

Ⅰ 兵庫県の概要

主な農林水産物

◇兵庫県は、北は日本海、南は瀬戸内海に面し、南北に長い県域を持ち、日本の標準時を定める
子午線（東経135度）が通っています。

◇総土地面積は全国土の2.2％（全国12位）、人口は総人口の4.3％（全国7位）、耕地面積は
全国の1.7％、販売農家数は全国の3.6％となっています。

資料：
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◇兵庫県は、但馬・播磨・丹波・摂津・淡路の旧五国からなり、ほぼ中央を東西に横切る中国山地を境
に、北側は冬に降水量の多い日本海岸気候区に、南側は冬に乾燥した晴天が続き雨も少なく温和な瀬
戸内気候区に分けられます。変化に富んだ地形と気候が生み出す多様な自然環境のもと、それぞれの地
域で特色ある農産物や食文化が根づき、地域特性を活かした農林漁業が営まれています。

播磨地域

平野部では、水稲（酒米
等）、六条大麦、採卵鶏、酪
農、野菜（キャベツ、ほうれん
そう、れんこん等）を主体とし
た都市近郊型農業が営まれてい
ます。

中山間部では稲作を主体と
し、乳用牛やたけのこ、生しい
たけ等の栽培がさかんです。

沿岸部ではしらす、まだいの
水揚げのほか、のりやカキなど
の養殖業が営まれています。

淡路地域

温暖な気候と立地条件に恵まれ、
稲作、野菜（たまねぎ、レタス、は
くさい、キャベツ等）、施設花き
（カーネーション、ストック、き
く、きんせんか等）、畜産（肉用
牛、酪農等）といった多品目にわた
る農業が営まれています。

また、潮流の変化が大きい瀬戸内
海では、しらす、いかなご、まだ
い、のり（養殖）など多様な漁業が
営まれています。

阪神（旧
摂津）地域

都市近郊の立
地条件を生かし
た葉物野菜、果
樹のほか、酪
農、花木庭園樹
等、多様な農業
が都市的環境に
配慮しつつ、営
まれています。

丹波地域

穏やかな山々に囲まれ、
水稲、畜産（肉用牛等）を
主体に、黒大豆、えだま
め、小豆、やまのいも、く
りのほか、生しいたけ等の
特産物の栽培が行われてい
ます。

但馬地域

山間部ではブロイ
ラー、肉用牛（但馬
牛）等の畜産がさかん
です。

高冷地を利用した野
菜栽培（だいこん、
キャベツ）のほか、水
稲、ピーマン、山椒の
栽培もさかんです。

日本海では松葉ガニ
（ずわいがに）やハタ
ハタなど多くの水産物
が水揚げされていま

す。

各地域の特色

2

丹波篠山市
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農業産出額の推移
（億円）

令和３年

昭和59年

総額：2,521億円

総額：1,501億円

※四捨五入しているため100％にならないことがあります。

◇令和３年の農業産出額は1,501億円（全国22位）で、近畿地方（６府県）の約3割（近畿1位）を
占め、京阪神都市圏の食料生産の重要な役割を担っています。

◇産出額の高い主な生産品目は、米、畜産物（肉用牛、鶏卵、生乳、ブロイラー）、たまねぎやレタスなどの
野菜であり、これら上位7品目で、農業産出額の73％を占めています。

農業産出額

Ⅱ 兵庫県の農業

資料：農林水産省「令和３年生産農業所得統計」
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資料：農林水産省「生産農業所得統計」

米
26%

野菜
24%

花き2%

果実2%
その他3%

肉用牛
12%

鶏卵
15%

生乳7%

ブロイラー5%

豚1%

その他 3%

畜産
43%

農業産出額 構成比（令和３年）

農業産出額
1,501億円

　主な上位品目　（令和３年）

たまねぎ レタス もやし

①北海道 ①長野 ①栃木

②兵庫 ②茨城 ②新潟

③佐賀 ③群馬 ③茨城

④長崎 ④静岡 ④兵庫

⑤静岡 ⑤兵庫 ⑤神奈川
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昭和57年

耕地面積： 9万5,400ha
畑 ： 1万0,100ha
田 ： 8万5,300ha
（水稲収量 408㎏/10ａ）

令和４年

耕地面積： 7万2,400ha
畑 ： 6,100ha
田 ： 6万6,300ha
（水稲収量 513㎏/10ａ）

耕地及び水稲作付面積の推移

水稲作付面積

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「作物統計」

◇耕地面積は、宅地転用等により減少傾向が続いています。

◇耕地に占める水田率は91％を超えています（全国3位）。

◇販売農家数は37,025戸で、5年前に比べて21％減少しています。

耕地面積、販売農家数

資料：農林水産省「農林業センサス」
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法人化している農業経営体数

農事組合法人 会社法人 その他

◇農業経営体のうち、個人経営体は37,120経営体で、５年前に比べ20.9％減少したが、団体経営
体は1,182経営体で19.6％増加しました。団体経営体のうち、法人経営体は649経営体で、５年前
に比べ会社法人は70.5％、農事組合法人は56.3％増加しました。

◇農業経営体の経営耕地面積規模別に経営耕地面積割合をみると、５ha以上の農業経営体が
31.4％を占め、５年前と比べ8.2ポイント上昇しました。

農業経営体

資料：農林水産省「農林業センサス」

資料：農林水産省「農林業センサス」
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23.2 

15.9 
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令和2年

平成27年

平成22年

経営耕地面積規模別経営耕地面積の集積割合

1ha未満 1～2 2～3 3～5 5ha以上

335

423

649

単位：経営体

区分 農業経営体 個人経営体 団体経営体

法人経営体

平成22年 57,766 56,861 905 335

平成27年 47,895 46,907 988 423

令和  2年 38,302 37,120 1,182 649

増減率

　平成27年/22年 △17.1 △17.5 9.2 26.3

　令和2年/平成27年 △20.0 △20.9 19.6 53.4

農業経営体数



◇集落営農数は881で、全国第1位となっています。

◇構成する農家数をみると、50戸以上で構成されている集落営農が最も多く（約25％）、全国に比べて
構成農家数が多い傾向となっています。

◇現況集積面積別にみると、20ha以上を集積している集落営農が約19％で、全国に比べて小規模と
なっています。

資料：農林水産省「令和４年集落営農実態調査結果報告書」

Ⅲ 兵庫県の集落営農

農業の持続的発展に向けた、集落営農化の推進

※四捨五入しているため100％にならないことがあります。資料：農林水産省「令和４年集落営農実態調査結果報告書」

資料：農林水産省「令和４年集落営農実態調査報告書」
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31.3%
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林業産出額構成比（令和３年）

林業産出額
45億円
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木材

３年

（千万円）

資料：農林水産省「農林業センサス」 ※林業経営体については、平成17年以降「農林業経営体調査」に移行したため、平成12年は未掲載。

資料：農林水産省「林業産出額」

◇林業産出額は45億円で、主な生産品目はすぎ、ひのき、しいたけ等となっており、この3品で、

林業産出額の87％を占めています。

◇林野面積は、563,148ha（全国14位）、林業経営体数は514経営体で、平成17年の4,950経営
体からこの15年間で、89%もの経営体が減少しています。

Ⅳ 兵庫県の林業

林業産出額、林業経営体、林野面積
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養殖のり類
73%

養殖かき類
19%

養殖その他
8%

（海面養殖業算出額）

産出額
173.2億円

しらす
22%

ずわいがに
21%

その他のいか類
6%かれい類

5%

べにずわいがに
5%

まだい
4%

たこ類
3%

漁業その他
34%

（海面漁業算出額）

産出額
239.0億円

※四捨五入しているため100％にならないことがあります。

◇海面漁業産出額は239億円で、このうち、日本海西区が40％を、瀬戸内海区が60％を占めています。

◇海面漁業および養殖業を合わせた産出額は412億円（全国９位）です。産出額の高い主な生産品
目は、養殖のり類、しらす、ずわいがに、養殖かき類であり、これら4品目で、漁業産出額の63％を占めてい
ます。

漁業産出額

Ⅴ 兵庫県の水産業

資料：農林水産省「令和３年漁業産出額」

資料：農林水産省「漁業産出額」
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主要魚種別 海面漁業産出額及び海面養殖業産出額 構成比（令和３年）
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海面養殖業収穫量

59,336t

瀬戸内海区

海面漁業漁獲量

36,851t

日本海西区

海面漁業漁獲量

11,381t

水産物の生産状況

※種苗養殖を除く。

◇海面漁業の漁獲量は、48,232ｔ（全国17位） 、海面養殖業の収獲量は、59,336ｔ（全国6位）で、
海面漁業漁獲量と海面養殖業収獲量を合わせた生産量は、107,568ｔ（全国12位）となっています。

◇海面漁業の漁獲量の割合は、日本海西区が24％を、瀬戸内海区が76％を占めています。
昭和46年と比較すると令和3年の海面漁業の漁獲量は、70,469ｔ（59％）減少しています。

◇海面漁業の経営体数は、2,712経営体（全国11位）となっています。

漁獲量（収獲量）、海面漁業経営体

資料：農林水産省「漁業センサス」

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」

9

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成5年 10 15 20 25 30

海面漁業経営体の推移

日本海西区

瀬戸内海区

5,016
4,730

4,137
3,713

3,168

（経営体）

2,712

海面漁業漁獲量： 118,701ｔ

日本海西区： 48,508ｔ
瀬戸内海区： 70,193ｔ

海面漁業漁獲量：48,232ｔ

日本海西区： 11,381ｔ
瀬戸内海区： 36,851ｔ

令和３年

昭和46年

 0

 20

 40

 60

 80

 100

 120

 140

昭和46年 51 56 61 平.3 8 13 18 23 28 令和3年

海面漁業漁獲量の推移

日本海西区

瀬戸内海区

（千ｔ）



資料：農林水産省「令和３年度6次産業化総合調査」

6次産業化

Ⅵ 兵庫県における規格・認証等の取得状況

◇6次産業化の総合化事業計画認定件数は117件で、全国第2位（4.4％）となっています。

◇農業および漁業生産関連事業の年間販売金額は、総額で約397億円となっています。

◇直売所の年間販売額の割合は、全国と比較して69％と多く（年間販売額としては水産直売所が全国
６位、農産物直売所が全国15位）なっています。

但馬牛を素牛として肥育し、A・B2
等級以上に格付けされた枝肉であ
り、肉そのものが柔らかい。

但馬牛を素牛として肥育し、A・B4等
級以上でBMSNo6以上に格付けされ
た枝肉であり、最高級の霜ふり肉。

加熱するともちもちした食感を
有する在来種の大豆で大粒。
糖質含量が高く甘味が強い。

登録No2但馬牛 登録No3 神戸ビーフ 登録No78 佐用もち大豆

資料：農林水産省輸出・国際局（令和５年３月末現在）

資料：農林水産省農村振興局（令和５年５月末日現在）

◇伝統的生産方法と気候・風土・土壌などの生産地特性が品質特性に結び付いた産品を示す、地理的
表示（GI）登録がされているのは、兵庫県では「但馬牛」「神戸ビーフ」「佐用もち大豆」の3品です。

GIの登録状況

10

※ラウンドの関係で100％にならないことがあります。
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総合化事業計画の認定件数（件）
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農業漁業生産関連事業の年間販売金額の割合

加工 直売 民宿 レストラン 観光農園

総額
397億円

総額
22,844億円

（％）



農林水産省近畿農政局兵庫県拠点の組織と業務

令和５年６月現在

 農政全般に関する総合窓口（現場と農政を結ぶ業務等）

 六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画作成への指導・相談等の業務

 食品等の輸出に必要な証明書発行等に係る業務

 経営所得安定対策の実施及び米の需給調整等の業務

 食品表示法・ＪＡＳ法に基づく食品表示に関する監視、普及啓発、疑義情報の受付等の業務

 米トレーサビリティ法及び食糧法に基づく流通監視等の業務

 農産物検査法に基づく登録検査機関等に対する監査、巡回点検等の業務

 牛トレーサビリティ法に基づく牛の個体識別情報に関する監視等の業務

兵庫県拠点

地方参事官室

 農林漁業者の経済活動の実態や農林水産業の基本的構造を把握するための
統計実査及び調査結果のとりまとめ等の業務

 農林水産業の資源利用及び生産実態と農林水産物の生産から消費に至る流通実態を把握するための
統計実査及び調査結果のとりまとめ等の業務

統計チーム

近畿農政局

消費・安全チーム

農林水産省 近畿農政局 兵庫県拠点

〒650-0024

神戸市中央区海岸通29番地 神戸地方合同庁舎

地方参事官室

（代表電話） ℡ 078-331-9941

（農政全般に関する相談窓口） ℡ 078-331-5924

（6次産業化・輸出証明書窓口） ℡ 078-331-9950

（経営所得安定対策担当） ℡ 078-331-9951

消費・安全チーム ℡ 078-331-9943

統計チーム ℡ 078-391-2873


